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２
０
１
７
年 

連
合
五
島
地
協 

新
年
旗
開
き 

 

日
時 

１
月
13
日
（
金
）
19
時
～ 

 

場
所 

は
た
な
か 

 

会
費 

３
０
０
０
円 

２
０
１
６
年
12
月
９
日
（
金
）

長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館
に
お
い
て

連
合
長
崎
２
０
１
７
年
度
・
第
１

回
地
協
・
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
会
議
は
、
第
41
回
地
方
委

員
会
の
方
針
決
定
を
受
け
て
、
当

面
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
識
統

一
を
図
る
た
め
開
催
さ
れ
、
連
合

長
崎
各
地
協
・
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会

の
議
長
・
事
務
局
長
そ
れ
に
連
合

長
崎
役
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
森
会
長
よ
り
「
２
０
１

７
春
闘
の
課
題
」「
衆
議
院
選
挙
」

の
状
況
を
含
め
た
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
当
面
の
取
り
組
み 

①
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
２
０
１
６
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
第
２
弾
の
取
り
組
み

に
つ
い
て 

②
２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
の
取

り
組
み
に
つ
い
て 

③
「『
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
』

と
『
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見

直
し
』
を
実
現
す
る
１
・
28
日
出

生
台
集
会
」
へ
の
参
加
要
請 

④
２
０
１
７
年
度
政
策
・
制
度
要

求
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

⑤
地
方
創
生
（「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
」）
の
参
画
・
開
催
状
況

に
つ
い
て 

⑥
そ
の
他 

に
関
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
担
当
執
行
委
員
か
ら
提

起
が
あ
り
全
体
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
各
地
域
協
議
会
・

ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
か
ら
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
今
後
の
活
動
計
画

が
報
告
さ
れ
会
議
は
終
了
し
ま
し

た
。 

 

第
32
回
「
勤
労
者
短
観
」
調
査
結

果
の
ポ
イ
ン
ト 

（
連
合
総
研
レ
ポ
ー
ト
№
321
） 

 

１
、
職
場
の
状
況
と
い
わ
ゆ
る
『
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
』
に
関
す
る
認
識 

 

◆
職
場
で
違
法
状
態
が
あ
っ
た
と

の
認
識
は
３
割
。
勤
め
先
が
「
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
」
と
の
認
識
は
、
男

性
の
20
～
30
代
で
３
割
超
。 

 

◆
勤
め
先
が
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

と
認
識
す
る
人
の
う
ち
、
す
ぐ
に

で
も
転
職
し
た
い
と
考
え
て
い
る

人
は
４
分
の
１. 

 

２
、
勤
労
者
の
権
利
認
知
と
労
働

組
合
に
対
す
る
好
感
度 

 

◆
労
働
組
合
の
結
成
に
関
す
る
権

利
の
認
知
度
は
３
割
強
に
止
ま
る
。 

 

◆
労
働
組
合
に
対
し
て
好
感
を
持

っ
て
い
る
人
は
過
半
数
に
達
し
て

い
る
。 

        

九
州
労
金
五
島
支
店
は
五
島
地

区
労
福
協
と
共
催
で
確
定
拠
出
年

金
研
修
会
を
開
催
し
、
各
単
組
か

ら
35
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

退
職
後
の
収
入
の
柱
で
あ
る
公

的
年
金
の
給
付
水
準
が
低
下
し
て

い
く
中
で
老
後
資
金
の
準
備
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
要
で
あ
り
、
今

回
確
定
拠
出
年
金
法
が
改
正
さ
れ

２
０
１
７
年
１
月
か
ら
個
人
型
確

定
拠
出
年
金
の
加
入
が
大
幅
に
拡

大
さ
れ
ま
す
。 

 

労
金
は
し
あ
わ
せ
創
造
運
動
の

生
活
設
計
の
観
点
か
ら
老
後
資
金

の
不
足
に
備
え
る
た
め
、
財
形
年 

金
に
加
え
個
人
型
確
定
拠
出
年
金 

（
個
人
型
Ｄ
Ｃ
）
を
活
用
し
「
老

後
資
金
の
不
足
に
備
え
る
た
め
の

年
金
資
産
の
形
成
」
に
下
五
島
推

進
委
員
会
と
し
て
取
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

 

研
修
会
で
は
、
担
当
職
員
か
ら 

①
個
人
型
Ｄ
Ｃ
の
制
度 

②
個
人
型
Ｄ
Ｃ
の
手
数
料 

③
個
人
型
Ｄ
Ｃ
の
商
品
プ
ラ
ン 

④
税
制
の
メ
リ
ッ
ト 

⑤
個
人
型
Ｄ
Ｃ
の
受
給
に
つ
い
て 

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

詳
し
く
は
、
ろ
う
き
ん
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

   

 

 

労
金
確
定
拠
出
年
金 

研
修
会
を
開
催
！ 


